【記入例】
令和〇〇年〇〇月〇〇日　

独立行政法人日本スポーツ振興センター　理事長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇法人○○協会
 　                　　　　　　　申請者名　理事長　〇〇　〇〇　　


消費税の仕入税額控除に係る状況報告書

消費税の仕入税額控除に係る状況について、以下のとおり報告します。なお、①～④に該当し、今後、報告した内容に変更が生じた場合には、速やかに本報告書を再提出いたします。また、⑤に該当する場合は、消費税の確定申告を行った後、消費税等仕入控除税額確定報告書を提出いたします。

	消費税の仕入税額控除に係る消費税確定申告の状況（見込みを含む。）
	チェック欄
（○）

	①公益法人等であって当該年度の特定収入割合が５％を超える。
	◎

	②簡易課税方式により消費税の確定申告を行う。
	

	③当該年度の全事業の助成対象経費を、個別対応方式において、「非課税売上のみに要するもの」として申告する。
	

	④消費税の申告義務がない。
	○

	⑤当該年度の特定収入割合が５％以下となる。
	

	当センターへ提出する収支計算書に計上した助成対象経費の状況
	チェック欄
（○）

	⑥助成対象経費に消費税額が一切含まれていない。
（「助成対象経費全てが課税対象ではない」、「助成対象経費全てを消費税抜額で計上している」等）
	○

	
	事業名
記入欄
	コーチ等設置事業
	

	
	
	（必要に応じて記入欄を追加してください。）
	

	
	
	
	


※1　➀～⑤は、該当するいずれか一つにチェックしてください。また、対象となる助成事業に係る取引を含む課税期間の消費税確定申告がまだ済んでいない場合は、見込みとして記入してください。
※2　⑥については、①～⑤と重複してチェック可
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